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感染症患者収容のための必要病床数の算定に関する一考察
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目的　わが国における法的強制力により入院させる感染症患者を収容する必要病床数をモデルを

用いて検討する。

方法　1995年の衛生行政業務報告に基づき，収容を必要とする感染症患者の罹患率と平均隔離期

間を求めた。特定の人口規模集団において必要病床数をあらかじめ設定し，ポアソン分布を

仮定して，当該罹患率と平均隔離期間を用いて，平均隔離期間内に必要病床数を上回る患者

が存在する確率を求めた。これを1年間に拡大し，年間を通じて必要病床数を上回る患者が

存在する確率を計算し，提示した。

結果　罹患率は1732/125570246＝1.38（人口10万対年間），平均隔離期間は13.8日であった。こ

の数値を用いて計算した結果，1年間を通じて人口3万人では2人，5万～10万人では3人，

20万人，30万人では4人，40万人，50万人では5人，75万人，100万人では6人，200万人で

は8人，300万人では10人を越えて患者が同時に存在する確率が0.001以下であった。

結論　ポアソン分布を仮定して，現在のわが国における感染症患者を収容する病床の必要数を検

討する方法を提示し，実際に特定数を越えて患者が同時に発生する確率を示した。
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